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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月20日(2007.12.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カンファレンスコールを開始する方法であって、
　カンファレンスコール要求者にネットワークアクセスデバイスを提供するステップであ
って、前記ネットワークアクセスデバイスはインスタントメッセージングサービスを介し
て通信を行うことが可能であり、前記インスタントメッセージングサービスはカンファレ
ンスコール要求情報をカンファレンスコールサーバに伝達するように適合されているステ
ップと、
　前記ネットワークアクセスデバイスから前記カンファレンスコールサーバへの通信接続
を確立するステップと、
　カンファレンスコールを開始する相手となり得る少なくとも１つの潜在的ターゲットを
示す表示を前記カンファレンスコール要求者に提示するステップであって、前記表示は更
に前記潜在的ターゲットが前記インスタントメッセージングサービスと通信可能に接続さ
れているか否かを示すステップと、
　前記カンファレンスコール要求者によってカンファレンスコール要求を生成するステッ
プであって、前記カンファレンスコール要求は該カンファレンスコール要求に関する少な
くとも１つの潜在的ターゲットを特定するステップと、
　前記カンファレンスコール要求を前記ネットワークアクセスデバイスから前記カンファ
レンスコールサーバへと送信するステップと、
　前記カンファレンスコール要求者に対するカンファレンスコール接続を確立するステッ
プであって、前記カンファレンスコール接続は前記カンファレンスコールサーバによって
開始され、前記カンファレンスコール接続は更に少なくとも１つの他のターゲットに接続
されるステップと、
を含むことを特徴とするカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項２】
　前記インスタントメッセージングサービスは、前記ネットワークアクセスデバイス上で
アクティブなソフトウェアクライアントを有することを特徴とする請求項１に記載のカン
ファレンスコールを開始する方法。
【請求項３】
　前記インスタントメッセージングサービスは、インターネットアクセス可能アプリケー
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ションを有し、前記インターネットアクセス可能アプリケーションは、インターネットを
介して前記ネットワークアクセスデバイスと通信可能に接続されていることを特徴とする
請求項１に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項４】
　前記インターネットアクセス可能アプリケーションは、ブラウザ表示可能なウェブペー
ジを含むことを特徴とする請求項３に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項５】
　前記カンファレンスコール接続は、公衆交換電話網を利用することを特徴とする請求項
１に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項６】
　前記カンファレンスコール接続は、ＶＯＩＰ通信経路を利用することを特徴とする請求
項１に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項７】
　前記カンファレンスコール接続は、ビデオデータ送信を提供することを特徴とする請求
項１に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項８】
　前記カンファレンスコール接続は、携帯電話の通信経路を利用することを特徴とする請
求項１に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項９】
　前記ネットワークアクセスデバイスは更に、アプリケーション共有機能を有することを
特徴とする請求項１に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項１０】
　前記アプリケーション共有機能は、前記ネットワークアクセスデバイス上にインストー
ルされたアプリケーション共有クライアントを有することを特徴とする請求項８に記載の
カンファレンスコールを開始する方法。
【請求項１１】
　前記アプリケーション共有機能は、前記インスタントメッセージングサービスと統合さ
れており、前記統合は、ユーザが、前記アプリケーション共有機能内部から前記インスタ
ントメッセージングサービスを介してカンファレンスコール要求を生成することを可能と
する機能を有することを特徴とする請求項８に記載のカンファレンスコールを開始する方
法。
【請求項１２】
　更に、カンファレンスコールに対する少なくとも１つの潜在的ターゲットが前記カンフ
ァレンスコールに参加可能であるか否かを、前記少なくとも１つの潜在的ターゲットのＩ
Ｍプレゼンスの存在に依存して判断するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載
のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項１３】
　前記カンファレンスコールを開始するステップは、前記カンファレンスコールサーバか
ら第三者カンファレンスコールサービスへと情報を伝達することを含み、前記第三者カン
ファレンスコールサービスは、前記カンファレンスコール要求者と少なくとも１つのター
ゲットとの間のカンファレンスブリッジを確立することを特徴とする請求項１２に記載の
カンファレンスコールを開始する方法。
【請求項１４】
　前記カンファレンスブリッジは、コスト基準に依存して複数の代替通信経路の中から選
択を行うことを特徴とする請求項１３に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項１５】
　前記代替通信経路は、ＶＯＩＰ経路を含むことを特徴とする請求項１４に記載のカンフ
ァレンスコールを開始する方法。
【請求項１６】
　前記カンファレンスブリッジは、パフォーマンス基準に依存して複数の代替通信経路の
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中から選択を行うことを特徴とする請求項１３に記載のカンファレンスコールを開始する
方法。
【請求項１７】
　前記代替通信経路は、ＶＯＩＰ経路を含むことを特徴とする請求項１６に記載のカンフ
ァレンスコールを開始する方法。
【請求項１８】
　前記カンファレンスコール要求は、複数の潜在的ターゲットのアドレスを含むことを特
徴とする請求項１に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項１９】
　少なくとも１つのアドレスは、自動番号識別子を含むことを特徴とする請求項１８に記
載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項２０】
　少なくとも１つのアドレスは、ＶＯＩＰアドレスを含むことを特徴とする請求項１９に
記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項２１】
　前記ネットワークアクセスデバイスは、インターネットプロトコル接続を介してオーデ
ィオ情報を通信する機能を有することを特徴とする請求項１に記載のカンファレンスコー
ルを開始する方法。
【請求項２２】
　前記ネットワークアクセスデバイスは、インターネットプロトコル接続を介してオーデ
ィオ情報及びビジュアル情報を通信する機能を有することを特徴とする請求項１に記載の
カンファレンスコールを開始する方法。
【請求項２３】
　カンファレンスコールを開始する方法であって、
　カンファレンスコールサーバを提供するステップと、
　カンファレンスコール要求者にネットワークアクセス可能デバイスを提供するステップ
であって、前記ネットワークアクセス可能デバイスはインスタントメッセージングサービ
スと通信可能に接続されており、前記インスタントメッセージングサービスはカンファレ
ンスコール要求情報を前記カンファレンスコールサーバに伝達するように適合されている
ステップと、
　カンファレンスコールを開始する相手となり得る少なくとも１つの潜在的ターゲットを
示す表示を前記カンファレンスコール要求者に提示するステップであって、前記表示は更
に前記潜在的ターゲットが前記インスタントメッセージングサービスと通信可能に接続さ
れているか否かを示すステップと、
　前記カンファレンスコール要求者によってカンファレンスコール要求を生成するステッ
プであって、前記カンファレンスコール要求はカンファレンスコールへの参加に関する少
なくとも１つの潜在的ターゲットを特定するステップと、
　前記生成されたカンファレンスコール要求を前記カンファレンスコール要求者から前記
カンファレンスコールサーバへと送信するステップと、
　前記カンファレンスコールサーバにおいて前記生成されたカンファレンスコール要求を
受信するステップと、
　要求されたカンファレンスコールと関連付けられたパラメータを判断するために前記カ
ンファレンスコール要求を解析するステップと、
　前記要求されたカンファレンスコールと関連付けられたパラメータに従ってカンファレ
ンスコールを開始するステップと、
を含むことを特徴とするカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項２４】
　前記開始されたカンファレンスコールは、ＶＯＩＰ経路を介して少なくとも１つのター
ゲットに接続することを特徴とする請求項２３に記載のカンファレンスコールを開始する
方法。
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【請求項２５】
　前記開始されたカンファレンスコールは、公衆交換電話網を介して少なくとも１つの潜
在的コール受信者に接続することを特徴とする請求項２３に記載のカンファレンスコール
を開始する方法。
【請求項２６】
　前記開始されたカンファレンスコールは、ビジュアルデータの送信を提供する少なくと
も１つの経路を含むことを特徴とする請求項２３に記載のカンファレンスコールを開始す
る方法。
【請求項２７】
　前記ビジュアルデータは、ビデオ会議画像を含むことを特徴とする請求項２６に記載の
カンファレンスコールを開始する方法。
【請求項２８】
　前記ビジュアルデータは、デジタルフォーマットの画像ファイルを含むことを特徴とす
る請求項２６に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項２９】
　前記カンファレンスコール接続は、携帯電話の通信経路を利用することを特徴とする請
求項２３に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項３０】
　前記インスタントメッセージングサービスは、前記ネットワークアクセスデバイス上で
アクティブなソフトウェアクライアントを有することを特徴とする請求項２３に記載のカ
ンファレンスコールを開始する方法。
【請求項３１】
　更に、カンファレンスコール要求者のためにカンファレンスコール状況表示を表示する
ステップであって、前記カンファレンスコール状況表示は、カンファレンスコールサーバ
が開始するカンファレンスコールに関与するターゲットを列挙するステップを含むことを
特徴とする請求項３０に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項３２】
　カンファレンスコールを開始する相手となり得る少なくとも１つの潜在的ターゲットを
示す前記表示は、カンファレンスコールサーバが開始するカンファレンスコールに以前関
与した少なくとも１つの潜在的ターゲットを含むことを特徴とする請求項２３に記載のカ
ンファレンスコールを開始する方法。
【請求項３３】
　カンファレンスコールを開始する相手となり得る少なくとも１つの潜在的ターゲットを
示す前記表示は、前記カンファレンスコール要求者のネットワークアクセスデバイスと関
連付けられた電子メールアプリケーションから特定される少なくとも１つの潜在的ターゲ
ットを含むことを特徴とする請求項２３に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項３４】
　前記インスタントメッセージングサービスは、インターネットアクセス可能アプリケー
ションを有し、前記インターネットアクセス可能アプリケーションは、インターネットを
介して前記ネットワークアクセスデバイスと通信可能に接続されていることを特徴とする
請求項２３に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項３５】
　前記インターネットアクセス可能アプリケーションは、ブラウザ表示可能なウェブペー
ジを含むことを特徴とする請求項３４に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項３６】
　前記ネットワークアクセスデバイスは更に、アプリケーション共有機能を有することを
特徴とする請求項２３に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項３７】
　前記アプリケーション共有機能は、前記ネットワークアクセスデバイス上にインストー
ルされたアプリケーション共有クライアントを有することを特徴とする請求項３６に記載
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のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項３８】
　前記アプリケーション共有機能は、前記インスタントメッセージングサービスと統合さ
れており、前記統合は、ユーザが、前記アプリケーション共有機能内部から前記インスタ
ントメッセージングサービスを介してカンファレンスコール要求を生成することを可能と
する機能を有することを特徴とする請求項３７に記載のカンファレンスコールを開始する
方法。
【請求項３９】
　前記ネットワークアクセスデバイスは、パーソナルコンピュータを含むことを特徴とす
る請求項２３に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項４０】
　前記ネットワークアクセスデバイスは携帯情報端末を含み、前記携帯情報端末はインタ
ーネット接続を有することを特徴とする請求項２３に記載のカンファレンスコールを開始
する方法。
【請求項４１】
　前記ネットワークアクセスデバイスは携帯電話を含み、前記携帯電話はインターネット
接続を有することを特徴とする請求項２３に記載のカンファレンスコールを開始する方法
。
【請求項４２】
　前記カンファレンスコールを開始するステップは、前記カンファレンスコールサーバか
ら第三者カンファレンスコールサービスへと情報を伝達することを含み、前記第三者カン
ファレンスコールサービスは、前記カンファレンスコール要求者と少なくとも１つのター
ゲットとの間のカンファレンスブリッジを確立することを特徴とする請求項２３に記載の
カンファレンスコールを開始する方法。
【請求項４３】
　前記カンファレンスコールサーバは更に、コスト基準に依存して複数の利用可能な第三
者コールサービスから前記第三者カンファレンスコールサービスを選択することを特徴と
する請求項４２に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項４４】
　前記カンファレンスコールを開始するステップは、前記カンファレンスコール要求者と
少なくとも１つのターゲットとの間のカンファレンスブリッジを確立する前記カンファレ
ンスコールサーバから情報を伝達することを含むことを特徴とする請求項２３に記載のカ
ンファレンスコールを開始する方法。
【請求項４５】
　前記カンファレンスコールサーバは更に、コスト基準に依存して複数の接続経路から前
記カンファレンスブリッジのための少なくとも１つの接続経路を選択することを特徴とす
る請求項４４に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項４６】
　前記代替通信経路は、ＶＯＩＰ経路を含むことを特徴とする請求項４５に記載のカンフ
ァレンスコールを開始する方法。
【請求項４７】
　前記カンファレンスコールサーバは更に、パフォーマンス基準に依存して複数の接続経
路から前記カンファレンスブリッジのための少なくとも１つの接続経路を選択することを
特徴とする請求項４４に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項４８】
　前記カンファレンスコール要求は、複数の潜在的カンファレンスコール受信者のアドレ
スを含むことを特徴とする請求項２３に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項４９】
　少なくとも１つのアドレスは、ＶＯＩＰアドレスを含むことを特徴とする請求項４８に
記載のカンファレンスコールを開始する方法。
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【請求項５０】
　前記ネットワークアクセスデバイスは、インターネットプロトコル接続を介してオーデ
ィオ情報を通信する機能を有することを特徴とする請求項２３に記載のカンファレンスコ
ールを開始する方法。
【請求項５１】
　前記ネットワークアクセスデバイスは、インターネットプロトコル接続を介してオーデ
ィオ情報及びビジュアル情報を通信する機能を有することを特徴とする請求項２３に記載
のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項５２】
　カンファレンスコールを開始する方法であって、
　カンファレンスコールサーバを提供するステップと、
　カンファレンスコール要求者にネットワークアクセス可能デバイスを提供するステップ
であって、前記ネットワークアクセス可能デバイスはそれ自体にインスタントメッセージ
ングソフトウェアを有しており、前記インスタントメッセージングソフトウェアはカンフ
ァレンスコール要求情報を前記カンファレンスコールサーバに伝達するように適合されて
いるステップと、
　カンファレンスコールを開始する相手となり得る少なくとも１つの潜在的ターゲットを
示す表示を前記カンファレンスコール要求者に提示するステップであって、前記表示は更
に前記潜在的ターゲットが前記インスタントメッセージングサービスと通信可能に接続さ
れているか否かを示すステップと、
　前記カンファレンスコール要求者によってカンファレンスコール要求を生成するステッ
プと、
　前記生成されたカンファレンスコール要求を前記カンファレンスコール要求者から前記
カンファレンスコールサーバへと送信するステップと、
　前記カンファレンスコールサーバにおいて前記生成されたカンファレンスコール要求を
受信するステップと、
　要求されたカンファレンスコールと関連付けられたパラメータを判断するために前記カ
ンファレンスコール要求を解析するステップと、
　前記要求されたカンファレンスコールと関連付けられたパラメータに従ったカンファレ
ンスコール接続を介してカンファレンスコールを開始するステップと、
を含むことを特徴とするカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項５３】
　前記ネットワークアクセスデバイスは更に、アプリケーション共有機能を有することを
特徴とする請求項５２に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項５４】
　前記アプリケーション共有機能は、前記ネットワークアクセスデバイス上にインストー
ルされたアプリケーション共有クライアントを有することを特徴とする請求項５３に記載
のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項５５】
　前記アプリケーション共有機能は、前記インスタントメッセージングサービスと統合さ
れており、前記統合は、カンファレンスコールが、前記アプリケーション共有機能内部か
ら前記インスタントメッセージングサービスを介してカンファレンスコール要求を生成す
ることを可能とする機能を有することを特徴とする請求項５４に記載のカンファレンスコ
ールを開始する方法。
【請求項５６】
　更に、カンファレンスコール要求者のためにカンファレンスコール状況表示を表示する
ステップであって、前記カンファレンスコール状況表示は、前記カンファレンスコールサ
ーバによって開始されるカンファレンスコールに関与するターゲットを列挙するステップ
を含むことを特徴とする請求項５２に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項５７】
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　カンファレンスコールを開始する相手となり得る少なくとも１つの潜在的ターゲットを
示す前記表示は、カンファレンスコールサーバが開始するカンファレンスコールに以前関
与した少なくとも１つの潜在的ターゲットの識別表示を含むことを特徴とする請求項５２
に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項５８】
　カンファレンスコールを開始する相手となり得る少なくとも１つの潜在的ターゲットを
示す前記表示は、前記カンファレンスコール要求者のネットワークアクセスデバイスと関
連付けられた電子メールアプリケーションから特定される少なくとも１つの潜在的ターゲ
ットの識別表示を含むことを特徴とする請求項５２に記載のカンファレンスコールを開始
する方法。
【請求項５９】
　前記カンファレンスコールを開始するステップは、前記カンファレンスコールサーバか
ら第三者カンファレンスコールサービスへと情報を伝達することを含み、前記第三者カン
ファレンスコールサービスは、前記カンファレンスコール要求者と少なくとも１つのコー
ル受信者との間のカンファレンスブリッジを確立することを特徴とする請求項５２に記載
のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項６０】
　前記第三者カンファレンスコールサービスは、コスト基準に依存してカンファレンスブ
リッジのための複数の代替通信経路の中から選択を行うことを特徴とする請求項５９に記
載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項６１】
　少なくとも１つの代替通信経路は、ＶＯＩＰ経路であることを特徴とする請求項６０に
記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項６２】
　前記第三者カンファレンスコールサービスは、パフォーマンス基準に依存してカンファ
レンスブリッジのための複数の代替通信経路の中から選択を行うことを特徴とする請求項
５９に記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項６３】
　少なくとも１つの代替通信経路は、ＶＯＩＰ経路であることを特徴とする請求項６２に
記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項６４】
　前記カンファレンスコール要求は、複数の潜在的カンファレンスコールターゲットのア
ドレスを含むことを特徴とする請求項５２に記載のカンファレンスコールを開始する方法
。
【請求項６５】
　少なくとも１つのアドレスは、ＶＯＩＰアドレスを含むことを特徴とする請求項６４に
記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項６６】
　前記ネットワークアクセスデバイスは更に、インターネットプロトコル接続を介してオ
ーディオ情報を通信する機能を有することを特徴とする請求項５２に記載のカンファレン
スコールを開始する方法。
【請求項６７】
　前記ネットワークアクセスデバイスは更に、インターネットプロトコル接続を介してオ
ーディオ情報及びビジュアル情報を通信する機能を有することを特徴とする請求項５２に
記載のカンファレンスコールを開始する方法。
【請求項６８】
　カンファレンスコールを開始するシステムであって、
　ネットワークアクセスデバイスと通信可能なネットワーク接続を備え、更に見込みター
ゲット情報を記憶するためのデータベースを備えたカンファレンスコールサーバと、
　インスタントメッセージングサービスと通信可能に接続された少なくとも１つのネット
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ワークアクセスデバイスであって、前記インスタントメッセージングクライアントはカン
ファレンスコール要求を前記カンファレンスコールサーバに伝達するように適合されてい
る少なくとも１つのネットワークアクセスデバイスと、
　複数の通信経路と、カンファレンスコールを使用可能にするために前記経路のうち少な
くとも２つを連結するためのハードウェア又はソフトウェアと、を備えるカンファレンス
コールブリッジと、
を有することを特徴とするカンファレンスコールを開始するシステム。
【請求項６９】
　前記ネットワークアクセスデバイスは更に、アプリケーション共有機能を有することを
特徴とする請求項６８に記載のカンファレンスコールを開始するシステム。
【請求項７０】
　前記アプリケーション共有機能は、前記ネットワークアクセスデバイス上にインストー
ルされたアプリケーション共有クライアントを有することを特徴とする請求項６９に記載
のカンファレンスコールを開始するシステム。
【請求項７１】
　前記アプリケーション共有機能は、前記インスタントメッセージングサービスと統合さ
れており、前記統合は、ユーザが、前記アプリケーション共有機能内部から前記インスタ
ントメッセージングサービスを介してカンファレンスコール要求を生成することを可能と
する機能を有することを特徴とする請求項７０に記載のカンファレンスコールを開始する
システム。
【請求項７２】
　前記インスタントメッセージングサービスは、前記ネットワークアクセスデバイス上で
アクティブなソフトウェアクライアントを有することを特徴とする請求項６８に記載のカ
ンファレンスコールを開始するシステム。
【請求項７３】
　前記インスタントメッセージングサービスは、インターネットアクセス可能アプリケー
ションを有し、前記インターネットアクセス可能アプリケーションは、インターネットを
介して前記ネットワークアクセスデバイスと通信可能に接続されていることを特徴とする
請求項６８に記載のカンファレンスコールを開始するシステム。
【請求項７４】
　前記インターネットアクセス可能アプリケーションは、ブラウザ表示可能なウェブペー
ジを含むことを特徴とする請求項７３に記載のカンファレンスコールを開始するシステム
。
【請求項７５】
　複数の通信チャネルのうち少なくとも１つは、ＶＯＩＰチャネルを含むことを特徴とす
る請求項６８に記載のカンファレンスコールを開始するシステム。
【請求項７６】
　複数の通信チャネルのうち少なくとも１つは、公衆交換電話網チャネルを含むことを特
徴とする請求項６８に記載のカンファレンスコールを開始するシステム。
【請求項７７】
　複数の通信チャネルのうち少なくとも１つは、ビジュアル画像を送信することが可能な
チャネルを含むことを特徴とする請求項６８に記載のカンファレンスコールを開始するシ
ステム。
【請求項７８】
　前記カンファレンスコールサーバは更に、前記カンファレンスコールサーバによって開
始された以前のカンファレンスコールに由来する情報を含むデータベースを有することを
特徴とする請求項６８に記載のカンファレンスコールを開始するシステム。
【請求項７９】
　前記カンファレンスコールサーバのデータベース情報は、前記カンファレンスコールサ
ーバによって開始された以前のカンファレンスコールに由来するアドレスを含むことを特
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徴とする請求項７８に記載のカンファレンスコールを開始するシステム。
【請求項８０】
　更に、前記カンファレンスコール要求者のネットワークアクセスデバイス上に常駐する
電子メールアプリケーションとのインタフェースを有し、前記インタフェースは、潜在的
カンファレンスコールターゲットの連絡情報を特定するように前記電子メールアプリケー
ションに問い合わせることができることを特徴とする請求項６８に記載のカンファレンス
コールを開始するシステム。
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